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ベ ータ線吸収方式PM2．　5 モ ニ タ

ー
の テ ープ ろ紙 を利用 した

粒子 状物質中水可溶性成分分析

○中西貞博　　日置　正 　　筒井 剛毅 （京都府保健環境研 究所）

は じめに

　剛2、5 質量濃度自動測定を目曲として 開発 され たベ ータ線吸収方式PM2．5 モ ニ タ
ー

の PTFE
製テ

ープろ紙 を利用 して 、イオ ン ク ロ マ Fグラ フ ィ
ー

に よ り 1 時間 ごとに粒子状物 質中の 水

可 溶性成分分析 を試 みた。

麩
（1）調査地 点

  調査期 間

（3） 供試機器

（4）　分桁項目及び方法

国 道 171号 自動車排 ガス 局

驪 製顯 鷭 暢　罫
自動測 定 靉灘 （PM215，　TSP）．OBC

IC法　　陰イわ 3成分，陽材ン5成分

結果及 び考察

　（3）イオ ン 成分の 経時変化

　 12月 5 日の 1 時か ら24時まで の 粗大及 び微小粒

子 中イ オ ン 成分の 濫度変化を図 1 に 示 した 。 微小

粒子 中硝酸イオンは 、 窒素酸化 物と同様 、 11時と

21時 に濃度 ピークを持 つ 2 山型 の 濃度パ ター
ン を

示 した 。 塩化物イオ ン は 6 時 に 極大 とな り、
13時

に風 向の 変化に伴 っ て激減 した 。 硫 酸イ才 ンは 1

日を通 じ濃度が漸増す るパ ターン を示 した 。 こ れ

に 対応する陽イオ ン はア ン モ ニ ウム がその ぼ とん

どを占め 、 その経時変化 はおおむね 陰イオ ン 3 種

の 濃度変化に 対応 して い た 。 粗大皴子 申の塩化物

イオ ン とナ トリウム とは ほぼ同一
の濃度変化で 推

移 して お り、 海塩粒子 の影響が明 白で あ っ た 。

（2） ガス成分 との関 係

　 微小粒子 中硝 酸イオ ン と同時測定 したNO、　 Ne2

の 経時変化 を囲 2 に 示 した 。 NO濃度 の 変化に伴 っ

て 硝酸イオ ン濃度が変化す るこ とが分 るが、柵 濃

度の極大の ピーク と硝 酸イオ ン 濃度 の ピーク とは

若干の タイム ラグがあり、昼間は速やか に NO→ 硝

酸イオン へ の 変換が進行す るの に対 し 、 夜間 は速

度が遅 くな っ て い るの で は ない か と推定 した 。

ま とめ

　幹線道路沿線に おい て 、 塩 化 物 、 硝酸イオン等

の 水可 溶性成分 は 1時間 ごとの 分析が可能で あり、

移動発 生源 及び固定発生源 の影響を受けて 粗大及

び微小粒子側 で それぞれ独 自の 挙動 を示 し、本法

は高時間 分解能 を持 っ たエ ア ロ ゾル の動態 把握 手

法と して有用 で あるこ とが分か っ た 。

鴇丶
切

識

制

「組大粒 子 亅

o
　 ↑　 2　 3　 4　 fi　 6　 7　 6　 9　 10　1112　13　1辱 IS　T6　11　13　19　2G　21 鍛　雑 餌

　 　 　 　 　 　 　 　 時聞

　 　 　 　 　 　 　 「橄小粒子亅

唱丶国
員

悩

煽

窪
＼瞥
司

制

（
8XV

盈驫
、
卷丶蘭
母

制

囃

1　 2　 3　 4　 5　 6　 7　 8　 9　10　1廷　囓2　覧3　†4　16　i6　靠T　it　19　ZO　2t　22　鯰 　2摩
　 　 　 　 　 　 　 畤闇

　 　 　 図 1 ．水可溶 牲成分の 瀝 度変化
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　 　 　 図2 ， ガス 戒分 との
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